
第35回
ペスタロッチ祭

シュタンツのペスタロッチ

日　時：平成25年３月14日（木）13:30～19:00
場　所：第Ⅰ部　筑波大学大学会館国際会議室

第Ⅱ部　筑波大学大学会館レストランプラザ

筑波大学人間系(教育学域)主催



〈第　Ⅰ　部〉 大学会館国際会議室

ペスタロッチ祭 １３：３０～１６：５０

司　会 片平　克弘（人間系教員）

石闢　友規（博士後期課程院生）

開会の辞（13:30~13:40） 塚田　泰彦 教育学域代表

特別講演（13:40~14:20） 福田　　弘 筑波大学名誉教授

「ペスタロッチ・ライフマスクの由来と今日的意義」

休　憩（14:20~14:30）

研究発表（14:30~15:20） 橋本　憲幸 筑波大学博士特別研究員

「国際教育開発の正当化根拠に関する理論的研究

─遠離の他者への教育はなにゆえに（不）可能か」

休　憩（15:20~15:30）

最終講義（15:30~16:45） 新井　保幸 筑波大学人間系　教授

「筑波大学教育学系1985－2010年

─一内部観察者の報告─」

閉会の辞（16:45~16:50） 吉田　武男 教育学類長



〈第　Ⅱ　部〉 大学会館レストランプラザ

ペスタロッチ・アーベント １７：００～１９：００

司　会 樋口　直宏（人間系教員）

小嶋　季輝（博士後期課程院生）

ペスタロッチの墓所
(Laedrach, W., Heinrich Pestalozzi, Bern より)

２月19日，ペスタロッチの遺骸は，ノイホーフ近郊ビル村の教会と学校の間のささや
かな土地に埋葬された。彼の遺言どおり，ただ１本のバラが目印とされ，この状態は19
年間変わらなかったという。学校の改築が必要になったとき，アールガウ州の議会は，
この教育界の恩人を称えるための墓碑の建設を決議した。その結果，埋葬地からわずか
数歩の地点に面した新しい学校の壁面全体が墓碑に充てられることになり，そこに今や
ペスタロッチの名前とともに世界的に有名になっている碑文が刻まれている。

（長尾十三二・福田弘共著『ペスタロッチ』清水書院 より）



ペスタロッチ祭のあゆみ
────────────

昭和20年代のはじめ，当時の東京文理科大学で，梅根悟教授（後に東京教育大学で教育史講座を担
当し，退官後和光大学の初代学長）を中心に，そのまわりにいた教官や研究生や学生たちがささやか
なペスタロッチ・アーベントを始めた。それはペスタロッチの誕生日と記念日に近い２月頃だったろ
うか。夕刻，机を片付けた教室で，酒を酌み交わし，教育と教育学について談論する会であった。
この楽しい夕べの集いは，昭和32年頃に，東京教育大学教育学科の定例行事となり，「ペスタロッチ

祭」と呼ばれるようになった。２月の土曜日，学科の全教官と全学生が集まり，卒業生を招待して，
卒業論文の発表，大学院生の研究発表，学科教官の特別講義，学外講師による講演を聴き，それにひ
きつづいて教育学科４年生と教育学専攻の大学院２年生（修士課程修了者）とを送る会を兼ねた懇親
会を催すという慣わしは，この頃できあがったものである。この祭典は，昭和44年のただ一回を除い
て，昭和53年，東京教育大学の閉学まで続けられた。大学紛争の時には，教官と学生との学科を挙げ
ての討論会が持たれたこともあった。
筑波大学に移行し，教育学関係の研究・教育組織が一応の完成をみた昭和54年，東京教育大学教育
学科の象徴的行事であったペスタロッチ祭を復活継続しようという気運がおこり，３月１日，教育学
系の教官，大学院教育学研究科および教育研究科の学生，人間学類教育学主専攻の学生が一堂に会し
て，復活第一回のペスタロッチ祭を開催した。以来，この催しは，広く教育と教育学の問題に関心を
寄せる人びとが集う共通の広場となっている。

〈交通案内〉
蘆水戸，上野方面より
ＪＲ常磐線ご利用の場
合：土浦駅，荒川沖駅，
又はひたち野うしく駅
下車，関東鉄道バス筑
波大学中央行にて大学
会館前下車

蘆秋葉原からつくばエク
スプレス，または東京
駅八重洲南口よりつく
ばセンター行高速バス
ご利用の場合：つくば
（つくばセンター）に
て関東鉄道バス筑波大
学循環バスに乗り換え
大学会館前下車

行先　　無印：秋葉原／つくば行き　　守：守谷行
種別　　■：快速　　◆：通勤快速　　□：区間快速　　無印：普通

01秋葉原駅　平日下り 20つくば駅　平日上り


